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要旨

　地方創生の柱の一つとして、体験型観光に着目されており、その中でもアウトドアスポーツツーリ

ズムにかかる期待は大きい。域外から観光客数をさらなる増加に導くため、スノースポーツツーリス

トに向けた情報発信の活性化が見られる一方、ツーリストがどのような情報を収集し、旅行に対する

意思決定を行うのかに着目した学術的考察は少ない。そこで本研究では、スノースポーツを目的とし

た国内旅行者を対象として、スポーツを実施した場所に関する事前知識が、その場所に対する評価と

ロイヤルティに及ぼす影響を明らかにすることを研究目的とした。調査は2018年12月に北海道ニセコ

町を訪れた国内スポーツツーリストを対象に質問紙調査を実施した。90部質問紙を配布し76部の有効

回答を得た（有効回答率：82.4％）。各要因間の独立性を検証するため、確認的因子分析を行った結果、

調査に用いた 4 要因の信頼性および妥当性を確認することができたため、仮説検証のため共分散構造

分析を行った。 4 つの仮説を検証した結果、親密性から専門性（H2）、専門性から目的地評価（H3）、

目的地評価から目的地ロイヤルティ（H4）の 3 つのパスはすべて有意であるという結果が出た一方で、

親密性から目的地評価（H1）のパスは棄却された。
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1 ．背景

　地方創生の柱の一つである地域観光において、自然や文化を活かした体験型観光の重要性が言及さ

れる中、地域固有の地形や気候条件を活かしたアウトドアスポーツツーリズムにかかる期待は大きい。

中でも、スノーリゾートにおけるスキーやスノーボードといったスポーツは、独特の天候から生まれ

る稀有なパウダースノーのように海外からも熱視線が注がれ、我が国のスノーリゾート地域を観光資

源として考えることは各地域の活性化に寄与すると考えられる（観光庁、2017）。日本におけるスノー

スポーツ人口は、1998年の1,800万人をピークとして2018年には530万人まで減少したと報告されるが

（日本生産性本部、2017）、スノースポーツを目的としたインバウンド観光客数の堅調な推移を考慮す

ると、今後も国内外問わずさらなる誘客に繋がる取り組みが求められている。こうしたスノースポー

ツを観光産業の柱として捉える自治体に対し、観光庁もスポーツ関連情報の積極的な発信を自治体に

期待しており、2018年には「スノーリゾート地域活性化に向けたアクションプログラム2018」を発表

した。

　しかしながら、域外からの観光客数をさらなる増加に導くため、スノースポーツツーリストに向け

た情報発信の活性化が見られる一方、ツーリストがどのような情報を収集し、旅行に対する意思決定

を行うのかに着目した学術的考察は少ない。旅行目的地のスポーツ関連情報の不足がスポーツ旅行行

動を阻害する（Hinch, Jackson, Hudson & Walker, 2005）と指摘されるが、スポーツツーリストの情

報探索に関する国内の研究は少なく、旅行前の情報獲得から、旅行中および旅行後に抱く目的地ロイ

ヤルティに至るまでのプロセスは未だに明らかにされていない。また、目的地に対するどのような情

報の収集が、目的地に対する評価に繋がるのかをスポーツツーリストを対象にして明らかにすること

は、スポーツツーリズムをまちづくり戦略として掲げる自治体が発信すべき情報を的確にする一考察

となる。

　そこで本研究では、スノースポーツを目的とした国内旅行者を対象として、親密性と専門性から構

成されるスポーツを実施した場所に関する事前知識が、その場所に対する評価とロイヤルティに及ぼ

す影響を明らかにすることを研究目的とした。

2 ．先行研究の検討

2 ． 1 　旅行目的地に対する事前知識と目的地評価の関係性

　旅行者は旅行に赴くことを決定した後、最初に情報探索を行うとされる（Engel, Blackwell & 

Miniard, 1995）。情報探索とは、記憶として蓄積された知識を呼び起こすこと（内部探索）、あるい

は新たな情報を外部から取得すること（外部探索）と定義されており、潜在的旅行者は内部探索が満

たされない場合、一般的に外部探索に着手するとされている。消費者はこの内部探索・外部探索を繰

り返すことにより、旅行目的地候補に対しての「事前知識」（prior knowledge）を蓄える（Gursoy 

& McCleary, 2004）。この事前知識は「親密性（familiarity）」と「専門性（expertise）」に分類され、

親密性は情報蓄積の前半ステージ、専門性は後半ステージと説明される（Gursoy & McCleary, 

2004）。また、親密性は目的地に対する主観的知識である一方、専門性は目的地についての客観的知
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識である、と区別される（Alba & Hutchinson, 1987）。

　一方、消費者による「評価」は、サービス産業の企業戦略を考える上で重要な役割を担い（Wang, 

Lo & Hui, 2003）、競合他社との差別化を試みる上で測定不可欠な変数であると言われる（Barnett, 

Jermier & Lafferty, 2006）。事前知識は目的地評価に影響を与えることが検証されていることから

（Artigas, Vilches-Montero & Yrigoyen, 2015）、以下のような仮説を設定した（H1～H3）。

H1：旅行目的地に対する親密性は専門性に正の影響を与える

H2：旅行目的地に対する親密性は目的地評価に正の影響を与える

H3：旅行目的地に対する専門性は目的地評価に正の影響を与える

2 ． 2 　目的地評価とロイヤルティの関係性

　するスポーツを目的に旅行するアクティブスポーツツーリストの目的地ロイヤルティを高めること

が、スポーツを観光資源として旅行者誘致を試みる組織にとっては重要であると指摘されている

（Alexandris, Kouthouris, Funk & Giovani, 2009；Kaplanidou, Jordan, Funk & Ridinger, 2012）。ま

た、旅行目的地に対するロイヤルティが高いアクティブスポーツツーリストは、他者にポジティブな

口コミ意図（Chen & Xiao, 2013）をする傾向にあり、その口コミ行動によって潜在的旅行者の旅行

欲が刺激される（Reid & Reid, 1994）。Petrick（2004）は、ツーリストの目的地ロイヤルティを向上

させるためには、目的地評価を含む知覚価値を向上させることが効果的であることを指摘した。加え

て、Sato, Gipson, Todd and Harada（2018）がニセコを訪れたスポーツツーリストを対象に行った研

究では、スポーツツーリストの知覚価値が目的地ロイヤルティに影響を与えることが確認されている。

以上のことから、以下の仮説を設定した（H4）。

H4：目的地評価は目的地ロイヤルティに正の影響を与える

　図 1 に、これまでに設定した仮説をまとめた仮説モデルを示す。

図 1 ．本研究に用いた仮説モデル
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3 ．方法

　株式会社東急リゾートサービスニセコマウンテンリゾートグラン・ヒラフを訪れた国内スポーツ

ツーリストを対象に質問紙による調査を実施した。調査は2018年12月15日（土）から17日（月）にか

けてスキー場内にあるゴンドラ乗り場が併設されているチケットセンターで質問紙の配布を行った。

質問項目には目的地に対する親密性（Artigas et al., 2015）と専門性（Gursoy & McCleary, 2004）、

目的地評価（Sato et al., 2018）、目的地ロイヤルティ（Yoon & Uysal, 2005）を使用した。質問項目

は全て「 1 ：全く当てはまらない」から「 7 ：大いに当てはまる」までの 7 段階のリッカート尺度で

測定された。その他、回答者のデモグラフィクス（性別、年齢、居住地、職業）、ニセコ滞在経験や

行動意図を測定する項目を設定した。90部の質問紙を回収し、回収した調査票の中でも無回答が多く

分析に使用できないものやニセコ在住者の回答を除き、76部を有効回答として収集した（有効回答率：

82.4％）。

　次に、国内スポーツツーリストの旅行先に対する親密性・専門性・目的地評価・目的地ロイヤルティ

の各要因が独立性を担保しているか検証するため、Amos 25.0 for Windowsを用いた確認的因子分析

を、さらに目的地ロイヤルティへの因果関係を検証するために共分散構造分析を行った。なお、尺度

の妥当性および信頼性の検証には平均分散抽出（Average Variance Extracted：AVE）、構成概念信

頼性（Construct Reliability：CR）を算出し、仮説モデルの検証には共分散構造分析を用いた。

4 ．結果

4 ． 1 　回答者の属性

　表 1 は調査対象者のデモグラフィクスを示している。72.4％が男性（ｎ＝55）、女性は27.6％（ｎ＝

21）であり、回答者の平均年齢は41.9歳（SD＝19.25）であった。回答者の多くは会社員（66.7％）で、

北海道内からニセコ町に訪れたツーリストが48.7％、次いで東京都在住が14.5％であった。また、多

くのツーリストがニセコに複数回訪れたことがあり（76.3％）、平均訪問回数は13.3回であった。今回

の旅行日数は平均3.74日であり、うち平均ニセコ滞在日数は2.78日であった。最後に、情報入手経路

として最も多かった媒体は、公式ホームページが32.3％、次いで口コミが28.1％であった。

4 ． 2 　確認的因子分析の結果

　表 2 はスポーツツーリストの目的地に対する親密性・専門性・目的地評価・目的地ロイヤルティの

各要因の平均値（M）、標準偏差（SD）、因子負荷量（λ）、平均分散抽出（AVE）、構成概念信頼性（CR）

を示している。確認的因子分析の結果χ2/df＝1.71（Bollen, 1989）、CFI（comparative fit index）＝.90

（基準値≧.90, Hair, Black, Babin & Anderson, 2010）、TLI（Tucker-Lewis index）＝.90（基準値≧.90, 

Hair et al., 2010）、RMSEA（root-mean-square error of approximation）＝.09（基準値≦.10、Browne 

& Cudeck, 1993）の適合度指標が基準値を満たした。収束的妥当性を示すAVEは.48〜.69と基準値と

される.40（Verhoef, Franses & Hoekstra, 2002）を上回り、信頼性を示すCRは.74〜.92であり、基準

値とされる.60（Bagozzi & Yi, 1988）を上回った。
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表 1 ．回答者の属性

表 2 ．確認的因子分析の結果



210

ライフデザイン学研究　第15号　（2019）

　表 3 は各因子の弁別的妥当性を検証するため、因子間相関係数の平方とAVEの比較を行った結果

である。結果、全ての因子間相関係数の平方が各因子のAVEを下回ったため、弁別的妥当性を確認

することができた（Fornell & Larcker, 1981）。以上より、本研究で用いられる 4 要因の妥当性と信

頼性が担保され、次の仮説モデルの検証に進んだ。

表 3 ．各因子のAVEおよび因子間相関係数の平方の比較

4 ． 3 　仮説モデルの検証

　共分散構造分析によって仮説モデルを検証した結果を図 2 に示す。モデルの適合度はχ2/df＝1.81

（Bollen, 1989）、CFI＝.90（基準値≧.90, Hair et al., 2010）、TLI＝.86（基準値≧.90, Hair et al., 2010）、

RMSEA＝.10（基準値≦.10, Browne & Cudeck, 1993）であり、TLIのみ基準値を満たさなかったが、

逸脱するほど低い結果ではなかったため、収集したサンプルはモデルに適合したと判断し、次の分析

ステップに進んだ。

　次に要因間のパス係数を分析したところ、親密性は専門性に有意な正の影響を与え（β＝.35, p

＜.05）、専門性は目的地評価に有意な正の影響を与えた（β＝.47, p＜.001）。一方で、親密性は目的

地評価に有意な影響を与えないことが明らかとなった（β＝.19, n.s.）。また、目的地評価は目的地ロ

イヤルティに対して有意な正の影響を与えていることが明らかとなった（β＝.48, p＜.05）。以上より、

仮説のH1、H3、H4は支持、H2は棄却という結果になった。さらに仮説モデルの説明力を示す修正済

み決定係数（Adj R2）は23％であった。

図 2 ．共分散構造分析の結果
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5 ．考察

　本研究の目的は、スノースポーツを目的とした国内旅行者を対象に、スポーツを実施した場所に関

する事前知識が、その場所に対する評価とロイヤルティに及ぼす影響を明らかにすることであった。

データ収集は12月中旬の週末を含む 3 日間に行い、サンプルのほぼ半数が北海道内在住の旅行者であ

り、全体の76.3％がリピーターであった。冬季のニセコ地域は外国人スキーヤーで賑わうと言われる

が、今回収集したサンプルの平均滞在日数は 2 泊以上、平均同伴人数が 4 人以上であったことから、

北海道内在住の日本人にとっても重要なウインタースポーツエリアであることが分かる。

　また、スポーツを実施した場所に対する事前知識が、その場所への評価とロイヤルティに及ぼす影

響を明らかにするため仮説モデルを、先行研究をもとに構築し、その検証を行った。結果、国内旅行

者は場所に対する親密性を増すことにより、専門性を身につけ、その専門性が目的地評価を高めるこ

とが明らかとなった。さらに、目的地に対する評価が高まるとその場所へのロイヤルティも高まるこ

とが明らかとなった。まず、人々の情報探索には親密性と専門性の 2 段階があると説いたGursoy 

and McCleary（2004）は、アメリカのバージニア州在住者に対して直近の旅行を想起させた調査法

を用いたが、スノースポーツツーリストにおいても同様の結果であり、先行研究を支持する形となっ

た。次に事前知識を構成する親密性は目的地評価に直接的な影響を与えず、専門性を媒介することで

目的地評価を高めることが明らかになった。旅行目的地に対する事前知識の中でも、簡易な情報は目

的地評価に影響しないと言え、これは本研究のサンプルは多くがリピーターであることに起因すると

考えられる。リピーターは目的地に対する親密性よりも過去の体験・経験をもとにした場所に対して

既に持ち合わせたイメージや記憶、つまり新たに情報探索をせず（Brucks, 1985）、目的地を決定し

ていることが分かる（Fodness & Murray, 1997）。

　さらに、目的地ロイヤルティを醸成させるためには旅行者による現地の評価を高める必要があるこ

とが、先行研究同様に本研究でも認められた。これまで、旅行者の目的地ロイヤルティ向上には旅行

者の知覚価値を高める必要があると指摘されてきたが、スノースポーツツーリストを対象に検証した

研究が不足していることが言及されており（Sato et al., 2017）、本研究はその蓄積に貢献する結果と

なった。

6 ．本研究の限界と今後の展望

　本研究はスノースポーツツーリストを対象に事前知識と目的地評価およびロイヤルティの関係性を

検証し、一定の結果が得られたものの研究限界を有している。まず、仮説モデルの検証を行う際のサ

ンプル数が少なく、一部モデルの適合度が基準値を満たなかった。今後の研究では十分なサンプル数

を確保し、尺度の汎用性および信頼性を再確認する必要がある。また仮説モデルの検証を行った結果、

親密性が目的地評価に有意な影響を及ぼさなかった理由の一部は、サンプルの多くがニセコのリピー

ターであったこと及び国内旅行者を対象に調査を行ったことが挙げられる。特定の場所への訪問回数

が多いツーリストは、その場所の情報を多く自身の中で蓄えているからこそ、新しい情報を入手する

必要はない。そのため、親密性から評価への影響が確認されなかったと考える。今後さらにアクティ
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ブスポーツツーリストを対象とした研究をさらに蓄積するためには、訪問回数による比較が有効かも

しれない。

　今後のスポーツツーリズム研究のさらなる蓄積のためには、インバウンドツーリストを対象とした

研究も必須である。情報探索プロセスは、国内旅行と海外旅行では異なることが先行研究で指摘され

ていることから（Gursoy & Umbreit, 2004）、インバウンドスポーツツーリストも目的地における情

報探索プロセスは異なることが考えられる。加えて、現地を訪れる回数の多い旅行者は特定のスポー

ツへの関与の高い人であり、旅行中のスポーツ関連行動頻度は高いと予想できる。他の先行研究にお

いてもスポーツへの関与度に応じて、旅行先で求める体験・経験の質が異なることが指摘されている

ことから（Buning & Gibson, 2016）、今後の研究においてはスポーツ活動における関与に関する項目

を用いた多次元的な検証を試みることが必要であろう。

7 ．本研究の理論的・実践的意義

　最後に本研究の理論的および実践的意義を述べていく。本研究の理論的意義は下記 2 点である。 1

点目は、スノースポーツツーリストにおける旅行前の情報獲得から、旅行中および旅行後に抱く目的

地ロイヤルティに至るまでのプロセスの一端が示されたことである。本研究で使用した以外の変数の

考察も必要ではあるが、旅行プロセスの順序に合わせた研究はあまり行われてきておらず、研究蓄積

という点において本研究は貢献可能だ。 2 点目は目的地に対するロイヤルティ醸成には、ツーリスト

自身が抱く目的地評価および事前知識が一定の影響をもたらすことである。スノースポーツツーリス

トにおいて情報探索から得た事前知識および目的地評価が、ロイヤルティ醸成に重要な役割を担うこ

とが示された。

　本研究の実践的意義はスノースポーツ関連の観光産業に向けられる。リピーターを飽きさせないた

めのコアな情報提供もデスティネーション・マネジメント・オーガナイゼイション（Destination 

Management Organization）には欠かせないことが示されたことにある。同じスキー場を度々訪れ

るスノースポーツツーリストは、来場する度にそのエリアに関する情報を蓄えていくため、簡易な情

報を提供しても旅行者への目的地評価には影響を及ぼさない。目的地に対する専門的な情報を積極的

に発信していくことが、リピーターをリピーターであり続けさせる、また初訪問者をリピートさせる

ようなロイヤルティ向上に寄与するという本研究結果が、特にウインタースポーツをまちづくり戦略

として掲げている地域にとって有用な知見になれば本望である。
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Abstract

　Outdoor sports are considered essential for Japan’s experienced-based tourism and its outlook is 

promising to revitalize regional areas. Although it is crucial to expand the information flow, 

however, how and what information attracts potential sports tourists is unknown. This study has 

focused on domestic winter sports tourists’ information search based on their prior knowledge of 

the destination, the destination’s reputation, and their loyalty for the destination. 90 questionnaires 

were distributed and 76 valid samples were collected in Niseko, Hokkaido in December 2018（valid 

sample ratio：82.4％）. The data were analyzed based on confirmatory factor analysis（CFA）and 

structural equation modelling（SEM）. As a result, familiarity with expertise（H2）, expertise to 

destination reputation（H3）, and destination reputation to destination loyalty（H4）had a positive 

effect on the dependent variable whereas, familiarity towards destination reputation（H1）was 

rejected.

Keywords：�information search, prior knowledge, destination reputation, destination loyalty, 

outdoor sport tourism
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